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研究成果の概要（和文）：バベシア原虫による赤血球侵入時に、“シアル酸やヘパラン硫酸”が赤

血球膜上の感染受容体として重要な役割を果たしていることが明らかとなった。また、いくつか

の新たな原虫側リガンド候補分子が同定された。原虫リガンド分子と感染受容体の特異相互作用

を介入できる糖鎖誘導体やリガンド分子に対する特異抗体の効果は、未だ治療法や予防法のない

バベシア症の新規薬剤や新規ワクチンの開発に有用な知見や材料を提供している。 
 
研究成果の概要（英文）： Sialic acids and Heparan sulfate located on erythrocytes were 
demonstrated to play important roles as infectious receptors in the erythrocyte invasion 
by Babesia parasites. In contrast, several protozoan proteins were also identified as 
new protozoan ligand candidates. Effects of glycoconjugates or specific antibodies on 
interfering the specific interactions between the protozoan ligands and erythrocyte 
receptors would provide us novel knowledge or materials for the development of 
chemotherapeutic and preventive measures against babesiosis.  
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１．研究開始当初の背景：未だに治療法や予
防法のないバベシア症を克服するためには、
バベシア原虫が持つ独自の赤血球侵入分子
機構を理解し、治療法・予防法の開発に繋が
る重要なそのターゲット分子を同定してい
くことが急務となっていた。 

 
２．研究の目的：本研究の目的は、未だ明ら
かとされていない糖鎖認識を基点としたバ
ベシア原虫の赤血球侵入機構を分子レベル
で解読しようとするものであった。 
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３．研究の方法:（１）バベシア原虫による
試験管内培養法やマウス実験感染モデル系
を用いて、各種糖鎖誘導体による原虫増殖抑
制試験を行った。（２）膜上のシアル酸を除
去した赤血球や赤血球膜上のシアル酸が著
しく減少したグライコフォリン Aノックアウ
トマウスを用いて、バベシア原虫の感染試験
を行った。（３）各種バベシア原虫の cDNA ラ
イブラリーから原虫側リガンド分子のクロ
ーニングと機能解析を行った。 
 
４．研究成果：研究期間中に、 （１）“α2-3
シアリルラクトース、ヘパリン、デキストラ
ン硫酸、ヘパラン硫酸、フコイダン、及びコ
ンドロイチン硫酸”がバベシア原虫の赤血球
侵入を有意に介入し阻害することをつきと
めた。また、（２）シアル酸が欠如した赤血
球にはバベシア原虫は侵入できないことも
明らかとなった。これらの成果より、上記糖
鎖誘導体群と構造上類似した“シアル酸やヘ
パラン硫酸”が赤血球膜上の感染受容体とし
て重要な役割を果たしていることが明らか
となった。また、（３）新たな原虫側リガン
ド候補として P200（B. bigemina）、P0と HSP70
（B. gibsoni） 、Bv36（B. bovis）、及び BboP67
（B. bovis）などが同定された。これらの分
子はワクチン候補抗原として期待される。原
虫リガンド分子と感染受容体の特異相互作
用を介入できるそれら糖鎖誘導体や特異抗
体の効果は、未だ治療法や予防法のないバベ
シア症の新規薬剤や新規ワクチンの開発に
有用な知見や材料を提供していると考える。 
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